
夫
婦
共
働
き
の
家
庭
も
増

え
、
土
曜
日
も
両
親
共
に
仕

事
等
に
出
か
け
子
供
た
ち
だ

け
で
留
守
番
を
し
て
い
る
家

庭
も
増
え
て
い
ま
す
。
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
土
曜
日
開

所
は
近
隣
の
自
治
体
で
は
す

で
に
実
施
、
も
し
く
は
平
成

19
年
度
実
施
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
土
曜
日
開
所
の
要
望
は
非

常
に
多
く
、
一
刻
も
早
い
対

応
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
前

原
市
は
い
つ
か
ら
実
施
で
き

る
の
か
。
と
の
質
問
に
対
し
、

「
前
原
市
の
入
所
児
童
保
護

者
の
勤
務
状
況
を
調
査
す
る

と
両
親
共
、
土
曜
日
に
仕
事

を
し
て
い
る
家
庭
が
約
40
％

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
土
曜
日
を
開
所

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
」

と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

土
曜
日
開
所
の
た
め
に
は

職
員
の
問
題
、
費
用
の
問
題

な
ど
ま
だ
多
く
の
課
題
を
解

決
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
平

成
20
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。

ま
た
高
学
年
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
近
年
、
入
所
児

童
の
増
加
に
よ
り
施
設
に
余

裕
が
な
い
の
で
現
状
で
は
難

し
い
と
の
回
答
で
し
た
。
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12
月
11
日
（
月
）
に
一
般
質
問
、
及
び
14
日
（
木
）
に
個

人
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
の
一
部
と
市
当
局
の
答
弁

内
容
（
要
旨
）
を
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
18
年
12
月
定
例
議
会
報
告

南風小学校放課後児童クラブの様子

平
成
18
年
10
月
よ
り
、
出

産
育
児
一
時
金
が
５
万
円
増

額
さ
れ
35
万
円
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
額
医
療

費
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
目
的
で
平
成
19
年
度
か
ら

本
人
の
負
担
分
だ
け
支
払
え

ば
済
む
「
受
領
委
任
払
い
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

各
家
庭
で
の
出
産
費
用
は
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、

①
出
産
育
児
一
時
金
を
「
受

領
委
任
払
い
制
度
」
と
し
て

適
用
で
き
な
い
か
②
適
用
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
開
始
時

期
は
い
つ
に
な
る
の
か
③
出

産
育
児
一
時
金
よ
り
も
出
産

費
用
が
少
な
か
っ
た
場
合
、

医
療
機
関
に
出
産
費
用
を
振

り
込
ま
れ
た
後
の
残
額
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
、
を
質

問
し
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
①
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
に
つ
い
て
も

「
受
領
委
任
払
い
制
度
」
を

導
入
す
る
準
備
を
進
め
て
い

る
②
早
け
れ
ば
来
年
（
19
年
）

の
２
月
か
３
月
頃
か
ら
開
始

し
た
い
③
受
領
委
任
払
い
を

適
用
す
る
と
、
出
産
費
と
出

産
一
時
金
（
35
万
円
）
と
の

差
額
だ
け
を
医
療
機
関
に
支

払
う
こ
と
に
な
る
。
出
産
費

が
35
万
円
に
満
た
な
い
場
合

は
、
残
り
の
出
産
育
児
一
時

金
を
被
保
険
者
に
支
給
す
る
。

と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

これまでのように出産費用をあらか

じめ用意しなくても、市から出産育

児一時金が直接医療機関へ支払われ

ます（35万円以上は自己負担）。

不
足
分
の
み

余剰分は家族へ

市

医療機関
家 族

「いじめ」問題が異常な広がり
で展開し、前例のない事態が続
いている現在、「いじめは『暴
力』」「『いじめている』側が、
百パーセント悪い。千パーセン
ト悪い」との認識に立ち、家庭・
学校・行政が一体となって問題
解決に取り組むべき、との質問
に対し、いじめ・自殺・児童虐
待・ＤＶ等の問題に対応する
「いのちと人権を大切にする推
進本部（仮称)」を設置し、全庁
的な取り組みを進め「真の人権
尊重のまち」を目指すこととな
りました。
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昨
年
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
議
員
活
動
内
容

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
伝
え
し
て
参

り
ま
し
た
。
今
年
は
「
さ
さ
ぐ
り

純
夫
」
通
信
の
発
行
、
街
頭
演
説

も
定
期
的
に
行
っ
て
い
く
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
９
月
よ
り
公
明
党

は
「
新
し
い
公
明
党
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
太
田
代
表
は

「
闘
う
人
間
主
義
」
「
生
活
現
場

主
義
」
を
掲
げ
、
「
理
不
尽
な
こ

と
は
許
さ
な
い
。
困
っ
て
い
る
人

達
が
い
た
ら
、
す
ぐ
飛
ん
で
い
く
。

そ
し
て
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
、
人

生
を
か
け
て
公
明
党
を
応
援
し
育

て
て
い
た
だ
い
た
人
達
に
、
ご
恩

返
し
を
さ
せ
て
頂
く
、
そ
う
い
う

気
持
ち
が
分
か
る
議
員
集
団
を
作
っ

て
い
こ
う
」
と
叫
ん
で
い
ま
す
。

前
原
市
も
当
面
、
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

前
原
市
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
大

鏡
を
は
じ
め
、
古
代
ロ
マ
ン
秘
め

た
歴
史
と
文
化
が
あ
り
ま
す
。
九

州
大
学
の
統
合
移
転
が
着
実
に
進

み
、
学
術
研
究
都
市
と
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
無
限
に
広
が
る

可
能
性
を
有
し
て
お
り
、
明
る
い

将
来
展
望
が
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
よ

り
良
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

～
編
集
後
記
～

改
選
後
の
11
月
24
日
（
金
）

臨
時
議
会
で
笹
栗
純
夫
が
議

会
選
出
の
監
査
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
初
日
の
12
月

４
日
（
月
）
に
は
常
任
委
員

会
構
成
が
決
定
。
２
期
目
は

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
に
所

属
と
な
り
ま
し
た
。

併
せ
て
議
会
運
営
委
員
会

副
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
一
生
懸
命
働

い
て
参
り
ま
す
。

チャイルド・ファースト（子ども優先）社
会へ向けた「児童手当」「いじめ対策」
「放課後子どもプラン」について公明党の
主張により大きく反映されました。
（１月６日（土)付の公明新聞１面に掲載）

今回紙面に掲載できなかった項目に関しては、私のホーム

ページに詳しく掲載しています。

アドレスは http://www.sasagurisumio.com

また、皆様からのご要望、ご相談も随時受け付けておりま

す。連絡先は092-322-9150（FAX兼）。

いつでも、お気軽にご連絡ください。

議
会
最
終
日
に
「
法
テ
ラ

ス
」
の
更
な
る
体
制
整
備
・

充
実
を
求
め
る
意
見
書
を
公

明
党
と
し
て
提
出
、
前
原
市

議
会
の
意
見
書
と
し
て
国
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

☆
法
テ
ラ
ス
と
は･

･
･

司
法
改
革
の
一
環
と
し
て
、

法
律
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
身
近

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
「
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー
」
（
愛
称
法
テ
ラ
ス
）

が
設
立
さ
れ
、
昨
年
10
月
、

全
国
で
一
斉
に
業
務
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
架
空
請
求
や

相
続
、
金
銭
問
題
な
ど
日
常

生
活
で
の
身
近
な
法
律
ト
ラ

ブ
ル
に
直
面
し
た
際
、
ど
こ

へ
相
談
に
行
け
ば
良
い
か
、

弁
護
士
に
相
談
し
よ
う
に
も

事
務
所
の
場
所
も
解
ら
ず
、

更
に
費
用
の
心
配
も
あ
り
ま

す
。
「
法
テ
ラ
ス
」
で
は
相

談
を
裁
判
所
の
Ｏ
Ｂ
や
専
属

弁
護
士
が
受
け
付
け
、
ト
ラ

ブ
ル
の
種
類
に
よ
っ
て
役
所
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
弁
護
士
、

警
察
な
ど
相
談
に
の
っ
て
く

れ
る
機
関
や
団
体
を
無
料
で

教
え
て
く
れ
ま
す
。

今
回
の
意
見
書
で
は
、
今

後
更
に
必
要
と
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
「
法
テ
ラ
ス
」
の
体
制

を
充
実
さ
せ
る
為
、
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
外
国
人
、
若
者
へ
の
周

知
徹
底
等
６
項
目
の
要
望
を

致
し
ま
し
た
。


